
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
町
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
（
中
学
生
八
人
、

高
校
生
二
人
）
は
一
月
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
日
程
を
終
え
、
無

事
帰
国
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
が

山
田
湾
に
漂
着
し
た
と
い
う
史
実
が
縁
で
始
ま
っ
た
同
国
へ
の
派
遣

も
、
今
年
で
十
一
回
目
。
生
徒
十
人
は
友
好
都
市
ザ
イ
ス
ト
市
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
授
業
体
験
を
通
じ
、
現
地
の
人
た
ち
と

友
情
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
生
徒
た
ち
の
体
験
談
と
あ

わ
せ
、
交
流
の
模
様
を
団
長
の
山
名
秀
樹
教
頭
が
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

山
田
中
学
校
の
山
名
教
頭
を
団
長

と
し
、
豊
間
根
中
・
山
田
中
の
二
年
生

八
人
と
山
田
高
校
の
二
年
生
二
人
、

そ
し
て
引
率
者
二
人
の
山
田
町
ジ
ュ

ニ
ア
海
外
使
節
団
十
三
人
は
一
月
七

日
、
元
気
に
本
町
を
出
発
し
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
多
く
の
方
々
か
ら
激
励

を
い
た
だ
き
、
緊
張
の
中
に
も
こ
れ

か
ら
始
ま
る
十
二
日
間
の
旅
へ
の
期

待
感
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

翌
八
日
、
成
田
空
港
か
ら
出
国
し

一
路
オ
ラ
ン
ダ
王
国
、
ス
キ
ポ
ー
ル

空
港
へ
。
空
路
十
二
時
間
の
長
旅
と

な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
、
機
内
食

も
き
れ
い
に
平
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
到
着
す
る
と
、

ち
ょ
う
ど
里
帰
り
し
て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
エ
レ
ン
さ

ん
が
、
ご
両
親
ら
に
見
送
ら
れ
日
本

に
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
、
思
わ
ぬ
再

会
に
生
徒
た
ち
の
緊
張
も
ふ
っ
と
和

ら
い
で
い
ま
し
た
。
空
港
で
は
、
国

際
交
流
団
体
ホ
フ
ラ
イ
ス
の
ス
テ
ィ

ン
ス
マ
先
生
や
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
の
イ
ン
グ

リ
ッ
ト
先
生
、
ガ
イ
ド
の
山
口
千
真

さ
ん
が
、
私
た
ち
を
優
し
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
滞
在
初
日
の
九
日
は
、

デン・ハーグ アイ
セル
湖 

首都アムステルダム 

ザイスト 

大
堤
防
 

ユトレヒト 

ベルギー 

ド
イ
ツ 

北海 

オランダ王国

団長の山名秀樹教頭
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見渡す限り平坦な
景色に驚きました

山田高　横田早
さ

也
や

華
か

さん

言葉の壁を超えた
スポーツでの交流

豊間根中　佐々木雄
ゆう

麿
ま

君

伝統ある街並みに
感動を覚えました

山田高　笹 原 　 心
しん

君

話
を
聞
く
の
に
大
変
で
し
た
。
生
徒

た
ち
の
様
子
か
ら
も
、
と
て
も
良
い

交
流
が
で
き
た
こ
と
が
十
分
に
う
か

が
え
ま
し
た
。

十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
生
徒
た

ち
は
Ｃ
Ｌ
Ｚ
校
で
一
緒
に
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
午
前
中
授
業
に
参
加
し
、

午
後
は
専
門
校
ケ
ル
ケ
ボ
ッ
シ
ュ
校

や
ザ
イ
ス
ト
市
役
所
、
ザ
イ
ス
ト
城
、

マ
ウ
デ
ン
城
な
ど
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一
緒
に
見
学
し
ま
し
た
。

十
三
日
は
か
ら
り
と
晴
れ
た
一
日

で
終
日
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご

し
、
そ
の
夜
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。
使
節
団
は
恒
例
の

「
ロ
ッ
ク
・
ソ
ー
ラ
ン
節
」
や
柔
道

な
ど
を
披
露
し
、
観
客
か
ら
大
喝か

っ

采さ
い

を
浴
び
ま
し
た
。
横
田
さ
ん
は
静
ま

り
返
っ
た
中
で
、
迫
力
あ
る
空
手
の

演
舞
を
披
露
。
日
蘭
両
国
か
ら
賞
賛

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

十
四
日
に
は
キ
ン
デ
ル
ダ
イ
ク
風

車
保
存
地
区
や
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

ハ
ウ
ス
な
ど
を
見
学
。
十
五
日
に
は

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
日
本
人
学
校
を
訪

問
し
、
同
校
の
生
徒
た
ち
と
交
流
し

た
ほ
か
、
在
蘭
日
本
大
使
館
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

十
六
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
お
別
れ
の
日
。
お
互
い
に
涙
、

涙
の
辛
い
別
れ
で
し
た
。「
い
つ
か

き
っ
と
会
お
う
よ
」
そ
ん
な
言
葉
と

と
も
に
ザ
イ
ス
ト
を
出
発
し
ま
し
た
。

思
い
出
が
凝
縮
さ
れ
た
、
夢
の
よ
う

な
十
二
日
間
で
し
た
。

ト
市
に
到
着
。
生

徒
た
ち
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
顔

合
わ
せ
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
、
元
気
に

登
校
し
た
生
徒
た

ち
か
ら
昨
晩
の
楽

し
か
っ
た
交
流
の

様
子
を
聞
い
て
、

引
率
者
た
ち
も

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

引
率
者
も
三
日
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
ま
し
た
が
、
生

徒
十
人
分
の
自
慢

午
前
中
に
大
堤
防
を
見
学
し
、
そ
の

雄
大
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
大

堤
防
を
築
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
先
人
た

ち
の
偉
大
さ
を
、
全
身
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
昼
食
を

取
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
を
見

学
。
車
窓
か
ら
の
街
並
み
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ら
し
い
落
ち
着
い
た
美
し
い

た
た
ず
ま
い
で
、
ど
こ
を
写
真
に

撮
っ
て
も
絵
に
な
る
風
景
で
し
た
。

国
立
博
物
館
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

や
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館

で
は
ゴ
ッ
ホ
の
絵
を
山
口
さ
ん
の
解

説
で
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
。
美
術
好
き

の
生
徒
に
と
っ
て
は
至
福
の
時
で

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
の
夕
方
、
い
よ
い
よ
ザ
イ
ス

で、どこまでも続くかのように広がっていました。ザイス
ト市内では木々がいたるところに見られ、高いビルなどの
代わりに家々が等間隔に並んでいて、とても静かな雰囲気
に包まれていました。また、ユトレヒトでは古くから大切
に守られてきたレンガ造りの家が立ち並んでいて、土地の
人が昔から現代に伝えてきた伝統というものに最高の感動
を覚えました。景色や街並みに圧倒されっぱなしの日々で
したが、ぜひもう一度行きたいと思いました。

オランダに着いてまず目に
入ったのは、大きな建物が整然
と並んでいる風景。土地は平ら

ほとんどが平地であるオランダと、山の多い日本との景色
の違いは歴然でした。オランダで有名な風車は、低い土地
から水をかき出すため、この国にはなくてはならないもの
であり、いたるところにたくさんありました。日本では見
ることのできないような光景ばかりでした。これからも山
田町とオランダの交流を続けていく上で、もっと日本の文
化や山田町のことを伝え、山田町とオランダの懸け橋にな
りたいと思いました。

わたしが一番初めに驚いたこ
とは、見渡した風景の中に山が
まったくないことです。国土の

ドがあり、とても良い環境の中でスポーツをしていること
が分かりました。ＣＬＺ校の体育の授業でバスケットボー
ルやドッジボールをしました。ドッジボールではたくさん
の友達と会話をし、みんなでスポーツを楽しむことができ
ました。たとえ言葉は通じなくても、スポーツでほかの国
の人と交流ができるということを肌で感じ、とてもうれし
かったです。これからも山田とオランダの交流を深まって
いってほしいと思います。

オランダの人気のスポーツは
サッカー、ホッケーなどです。
外にはたくさんの専用グラウン

１月７日…本町出発　８日…アムステルダム着　９日
…大堤防、国立博物館、ゴッホ美術館など見学／ホー
ムステイ先へ（15日までザイスト市内でホームステイ）
10日…ＣＬＺ校で歓迎セレモニー／ケルケボシュ校見
学／ザイスト市役所表敬訪問　10日～12日…ＣＬＺ校
の授業に参加　13日…終日ホストファミリーと過ごす
14日…キンデルダイク風車保存地区、アンネ・フラン
クハウス、木靴工場見学　15日…アムステルダム日本
人学校訪問／在蘭日本大使館表敬訪問　16日…ホスト
ファミリーとお別れ／ユトレヒト市内見学（オルゴー
ル博物館、ドム教会、デ・ハール城など）／アムステ
ルダム発 18日…帰町

主 な 行 動 日 程

【３】


